Unidad 29 点過去 VS. 線過去
(　)の動詞を適切な点過去にし、「Unidad 28 線過去」の大問 1 と対応する番号の文と比べ点過去・線過去の差を説明しましょう。
Isabel (trabajó) 3 años en una zapatería.
イサベルは靴屋で三年働いた。
Anteayer (yo) (me acosté) muy tarde, por eso ayer (me levanté) tarde y no (llegué) a tiempo a la escuela.
一昨日私はとても遅く起きた。なので昨日は遅くに起きて学校に時間通りに到着しなかった。
Mis primos y yo (jugamos) en ese parque el domingo pasado.
私のいとこたちと私はこの前の日曜日、その公園で遊んだ。
¿Cuántos años (viviste) (tú) en Granada?
グラナダには何年住んだの？
¿(Visteis) (vosotros) los dibujos animados de “Shin-chan” del otro día?  -Sí, los (vimos) el viernes pasado.
先日のしんちゃんのアニメ見た？はい、先週金曜日に見ましたよ。
[bookmark: _Hlk54726163]Mi hijo no (se puso) calcetines la semana pasada. Lo (supimos) ayer, de todos modos se le olvidó ponérselos.
私の息子は先週靴下を履かなかった。私たちはそのことを先日知った。ともかく、彼は靴下を履くことを忘れてしまったのだ。
poner, saber は共に点過去形では不規則活用をすることに注意。
El mes pasado nuestras hijas nos (escribieron) una carta.  
先月、私たちの娘たちは我々に一通の手紙を書いてくれた。
(Nosotros) (Viajamos) dos veces el año pasado.
昨年私たちは二回旅行をした。

点過去と線過去の指示に従い適切な活用を入れ、和訳しましょう。
1. Cuando (yo) (vi) el accidente en la calle, (nevaba) un poco y (eran) las once de la mañana porque (sonaba) la campana de la iglesia.
私が外で事故を見た時、少し雪が降っていた。そしてそれは午前11時だった。なぜなら教会の鐘がなっていたから。
ser la 時間 「X 時である」という表現が点過去になることは絶対にない。「X 時になる」ということであれば、dar la 時間、という。ej. Dieron las nueve. ‘九時になった。’
Ayer, (yo) cuando (me levanté), (hacía) muy buen tiempo. Al salir de casa, ya (estaba) nublado y (hacía) un poco frío. 
昨日、私が起きた時、とてもいい天気だった。家を出るとき、既に曇っていて、少し寒かった。
Anteayer (yo) (tenía) una reunión a las diez. Pero me (llamó) la guardería. Como mi hijo (tenía) fiebre, (tuve) que salir de la oficina. 
一昨日、私は十時に会議があった。しかし、保育園から電話がかかってきた。私の息子は熱があったので、私は会社を出なければならなくなった。
tener que は点過去になると「～しなければならなくなった」という意味になることが多い（いつもそうなるわけではないのですが……）。
El otro día yo (quise) tomar el helado de esa gelatería. Pero cuando (llegué) a la tienda, como (estaba) la pasterería más famosa de Madrid al lado, al final (comí) un pastel de queso. (Estuvo) riquísimo.
先日、私はそのアイス屋さんのアイスを食べたくなった。しかし、店につくと、隣にマドリードで一番有名なケーキ屋さんがあったので、結局チーズケーキを食べた。とても美味しかった。
querer は点過去なら「～したくなった」という意味になることが多い（こちらも確実にそうなるわけではない）。
最後の estuvo riquísimo ですが、「ああ、美味しかった！」という風に感想としてことを述べるときには点過去が用いられます。アイスが美味しい、という出来事の結果を言っているので点過去が好まれるわけです。

En el viaje (nosotros) (fuimos) a una discoteca muy famosa en Ibiza, (hubo) una fiesta gigante, ¡(Fue) muy divertida!
その旅行中、我々はイビサのとても有名なクラブに行った。とても大きなパーティーがあって、とても楽しかった。
hubo, haber の点過去は「～が生じた」という意味です。線過去だと「～があった/いた」というニュアンス。hubo un accidente ‘事故が起きた’ VS. había mucha gente ‘たくさんの人がいた’というといくらかわかりやすいか。
(La fiesta) Fue muy divertida. も先の問題と同じ。動詞が点過去であることで、「パーティがおもしろい」という出来事の結末を描写しているわけです。したがって、「パーティは面白かった！」という感想としてのニュアンスがでます。
―¿Qué tal?
[bookmark: _Hlk54725716]    ―Me encuentro mejor. Ayer (tuve) fiebre muy alta, pero como (tenía) que trabajar, (escribí) el informe un rato. 
調子はいいよ。昨日は大変な高熱が出てね。だけど、課題をやらなきゃいけなかったので、ちょっとの間レポートを書いたよ。
Tener の点過去形は「手に入れた」というニュアンスになりがち。目的語がこの問題の fiebre のような抽象名詞の場合、「熱を手に入れた」だと明らかに変になるので、「熱が出た」みたいに適宜うまい具合に意訳してください。
―Pero, ¡tú (tenías) que acostarte! ¡No (tenías) que trabajar!
だけど、寝とくべきだったよ！課題をやることなんてなかったんだよ！

Cuando (yo) (volví) a casa y (abrí) la puerta, (estaban) encendida la televisión y la luz, (estaba) caliente el café y el pastel (estaba) bien frío, pero no (estaban) mis padres.  
私が帰宅し、ドアを開けた時、テレビと明かりはつきっぱなしだった。コーヒーはまだ温かく、ケーキはとても冷たかった。だけど私の両親はいなかった。
Los (llamé) a sus móviles pero (sonarban) ahí en casa. 
両親の携帯に電話をかけたが、携帯は家の中、そこで鳴っていた……

スペイン語訳しましょう。点過去・線過去の差に気をつけましょう。指示があればそれに従いましょう。
1. 昨日私が家に帰った時、午後5時で窓は開いていた。(volver, estar abierta)
Cuando volví a casa, eran las cinco de la tarde y estaba abierta la ventana.
昨夜私がテレビを見ていると母が部屋に入ってきた。(ver, entrar)
Cuando veía la televisión anoche, mi madre entró a mi habitación.
昨日スーパーで買い物をしていたらフリオ（Julio）と会った。(encontrarse con)
Cuando hacía la compra anteayer en el supermercado, me encontré con Julio.
先生が講義している間ずっとマヌエル（Manuel）は眠っていた。(mientras, dar clase, dormir)
Mientras el profesor daba la clase, Manuel dormía.
「授業をする」という時は dar を使う。hacer ではない。×hacía la clase.
若いころは沖縄に住んでいたよ。毎日よく仕事してよく遊んだなぁ。(salir con los amigos)
Cuando era joven, vivía en Okinawa. Todos los días trabajaba mucho y salía con los amigos.
「遊ぶ」という時に jugar を使いたくなる人は多いと思いますが、これは「子供がきゃっきゃきゃっきゃ遊ぶ」というニュアンスの動詞です。大人のする遊びは通常 salir を用います。
 最初に携帯電話を持ったのは何歳だった？(tener el primer móvil)
¿Cuántos años tenías cuando tuviste el primer móvil?
tener の点過去形は「入手する」という意味になりやすいのでしたね。
子どものころ何して遊んでた？-友達と野球や鬼ごっこをしたなぁ。(jugar al béisbol, jugar al corre que te pillo)
-¿A qué jugabas de pequeño? 
  -Jugaba al béisbol o al “corre que te pillo” con mis amigos.
こういう過去の習慣の話であれば考えるまでもなく線過去を使ってOK。点過去はどう転んでも習慣を表しません。
[bookmark: _Hlk54725839]子どものころ何になりたかった？（答えてみましょう）(querer ser)
-¿Qué querías ser de niño?
-*Quería ser médico / astronauta / maestro (del jardín de infancia o del colegio)./ futbolista / beisbolista / tenista / policía / bombero / peluquero / cocinero ...
（店で）いらっしゃいませ（＝何がご入用ですか？）(desear)
¿Qué deseaba usted?

